
9:00 開場 受け付け開始
9:25 開会式　あいさつ

座長 小笠原鉄郎 座長 佐藤 隆裕 座長 北山 治仁

9:30 演題発表開始 1 A-1-1
早期からの緩和ケアの
実践

三友堂病院地域緩和ケ
アサポートセンター看護
部

渡部芳紀 B-1-1
東日本大震災後の被災
地における在宅看取り

岩手県立高田病院内科 石木愛子 C-1-1
がん患者のQOLを維持
するための歯科衛生士
のかかわり

独立行政法人労働者健
康福祉機構東北労災病
院歯科

佐藤美由紀

9:40 2 A-1-2

薬剤師の積極的介入に
よるトラマールカプセル
®処方の院内標準化へ
の取り組み

みやぎ県南中核病院薬
剤部

半沢秀樹 B-1-2
腸閉塞の患者さんから
教わった「食」を楽しみ
ながら家で過ごす意味

岩手県立二戸病院栄養
管理室

蛇口真理子 C-1-2
緩和ケア病棟における
医科・歯科連携の実践
報告

岩手県立中部病院緩和
ケア病棟

横欠真由美

9:50 3 A-1-3
闘病意欲をもたらした夫
の献身的なケア

岩手県立高田病院看護
科

佐々木雅子 B-1-3
終末期患者を抱える家
族のレスパイトケア

爽秋会ふくしま在宅緩
和ケア支援事業所

田中純一 C-1-3
栄養管理室におけるデ
スカンファレンスの効果
と今後の展望

岩手県立二戸病院栄養
管理室

古川紀子

10:00 4 A-1-4

「モルヒネ友の会“
MORPHINE - TOMONOKAI ”
（ = ASSOCIATION OF THE
PATIENTS CONTROLLING
NON-CANCER PAIN  WITH
MORPHINE ）」（がんでない痛
みをモルヒネでコントロールし
ている患者の会）の紹介

三友堂病院緩和ケア科 加藤佳子 B-1-4
他病院及び在宅療養支
援診療所との共同診療
による在宅緩和の試み

石巻赤十字病院緩和医
療科

清崎雅宣 C-1-4
在宅緩和ケアのQOLを
求めて

爽秋会ふくしま在宅緩
和ケア支援事業所

田中嘉章

10:10 休憩
座長 筆田 廣登 座長 今野 文博 座長 西﨑 久純

10:20 1 A-2-1
共有シートを用いた終
末期肺癌患者へのアプ
ローチ

仙台医療センター東6階
病棟

佐藤瑞樹 B-2-1
硬膜外皮下ポートによ
る疼痛管理を行ってい
る患者の退院調整

東北厚生年金病院緩和
ケアチーム

綱木美由紀 C-2-1
緩和ケア病棟における
臨床倫理事例検討から
の学び

盛岡赤十字病院緩和ケ
ア病棟

中村ゆかり

10:30 2 A-2-2
入院がん患者における
麻薬自己管理プロト
コールの有用性

岩手医科大学病院薬剤
部

佐藤淳也 B-2-2

Bilevel PAP併用の胸膜
癒着術が奏功した肝癌
合併肝硬変による難治
性肝性胸水の1例

仙台オープン病院呼吸
器内科

洞口亮 C-2-2
一切を拒否し心を閉ざ
した患者のケア

美山病院緩和ケア病棟 菊池初恵

10:40 3 A-2-3
がん患者支援サロンの
有効性 NPOおでぇーらに 千葉ひで子 B-2-3

乳癌仙骨転移による左
下肢痛に対し硬膜外カ
テーテルポートを造設し
ペインコントロールを
行った一例

仙台ペインクリニック麻
酔科

千葉知史 C-2-3
日課の継続と家族との
つながりを支援した一
例

美山病院緩和ケア病棟 鈴木海

10:50 4 A-2-4
緩和ケア病棟に入院し
た患者による緩和ケア
とQOLの評価

東北大学大学院医学系
研究科 緩和ケア看護
学分野

佐藤一樹 B-2-4
末期癌患者のQOL向上
をめざして

国民健康保険川崎病院
看護部

渡部久美 C-2-4
東日本大震災後1年間
の緩和ケア病棟

宮城県立がんセンター
看護部

後藤夕子

11:00 休憩
座長 日下　潔 座長 伊達　久 座長 亀岡 祐一

11:10 1 A-3-1
東北6県の医師の緩和
ケアに関する知識

東北大学大学院医学系
研究科保健学専攻緩和
ケア看護学分野

宮下光令 B-3-1

当院で緊急照射を施行
した脊椎転移による脊
髄圧迫（MSCC）19例の
検討

宮城県立がんセンター
放射線治療科

古積麻衣子 C-3-1
看取りパンフレットの効
果

孝仁病院緩和ケア病棟 中村千晶

11:20 2 A-3-2
在宅緩和ケアに携わる
訪問看護師の死生観

医療法人社団爽秋会 近江真貴子 B-3-2

慢性腎不全に伴う低カ
ルシウム血症の補正が
QOL改善に有用であっ
た乳がん患者の1例

山形県立中央病院緩和
医療科

神谷浩平 C-3-2
エンゼルケアに対する
遺族の満足度とその要
因の関係

岩手県立中部病院看護
師

阿部明美

11:30 3 A-3-3
がん患者の療養生活の
質の評価：モニター調査
の結果より

東北大学大学院医学系
研究科保健学専攻緩和
ケア看護学分野

清水恵 B-3-3
コンサルテーションで難
渋した宿便性下痢の２
例

国立病院機構仙台医療
センター緩和ケアチー
ム

高橋通規 C-3-3 エンゼルケア 美山病院 戸巻礼子

11:40 4 A-3-4
Ａ病院における緩和ケ
アに対する意識調査

東北労災病院８階病棟 佐藤梓 C-3-4
緩和ケア病棟入院時の
予後予測

宮城県立がんセンター
緩和医療科

小笠原鉄郎

11:50 会場設営(世話人会会場)

石巻赤十字病院緩和医療科 仙台ペインクリニック 光ヶ丘スペルマン病院ホスピス

各
種
調
査

症
状
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

ホ
ス
ピ
ス
・
緩
和
ケ
ア
病
棟
2

会場設営(ランチョンセミナー会場)

仙台市立病院麻酔科 大崎市民病院外科 仙台往診クリニック
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宮城県立がんセンター緩和医療科 岡部医院・緩和ケアクリニック仙台 坂総合病院消化器科
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タイムスケジュール A会場 B会場 C会場
５F 多目的ホール ６F　セミナールーム（２） ６F　セミナールーム（１）


